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【平成 31 年・令和元年労働災害発生状況の分析の概要】 

 

１ 死亡災害発生状況 ※１ 

 労働災害による死亡者数は 24 人で、平成 30 年の 34 人に比べ 10 人（29.4％）の減少と

なり、過去最少となった。主な業種別では、建設業が 10 人（前年から増減なし）、製造業

が２人（前年比４人・66.7％減）、陸上貨物運送事業が２人（前年から増減なし）となった。 

※１ 死亡災害報告をもとに、死亡災害を集計。（通勤中に発生した災害の件数は含まない。） 

 

2 休業 4 日以上の死傷災害発生状況 ※２ 

 労働災害による休業 4 日以上の死傷者数は 7,095 人で、平成 30 年の 6,920 人に比べ 175

人（2.5％）の増加となった。 

 主な業種別では、 

製造業が 1,061 人（前年比 17 人・１.6％増）、建設業が 808 人（同 81 人・11.1％増）、 

陸上貨物運送事業が 981 人（同 1 人・0.1％減）、小売業が 917 人（同 20 人・2.1％減）、 

社会福祉施設が 723 人（同 89 人・14.０％増）、飲食店が 399 人（同 21 人・5.6％増） 

となった。 

※２ 事業者から提出される労働者死傷病報告書をもとに、休業４人以上の死傷者数を 

集計。（通勤中に発生した災害の件数は含まない。） 



 

   

３ 事故の型別による死亡災害・死傷災害発生状況 

（１） 死亡災害 

 死亡者数の多い順で、「墜落、転落」が 11 人（前年から増減なし）、「交通事故（道路）」

が６人（前年比 1 人・20％増）発生した。また、機械等による「はさまれ、巻き込まれ」

が１人（同５人・83.3％減）、「転倒」が 1 人（前年から増減なし）のほか、「激突」、「激突

され」、「崩壊、倒壊」、熱中症による「高温物との接触」、「その他」で各１人発生した。 

（２） 死傷災害 

 死傷者数の多い順で、つまずき等による「転倒」が 1,684 人（前年比 25 人・1.5％増）、

腰痛等の「動作の反動、無理な動作」が 1,177 人（同 7 人・0.6％減）、高所からの「墜落、

転落」が 1,162 人（同 90 人・8.4％増）となった。 

４ 年齢階層別による死亡災害・死傷災害発生状況 

（１） 死亡災害 

 死亡者数の多い順で、50～59 歳が 10 人、60 歳以上が６人となり、50 歳以上の層（16

人）が全体（24 人）の 66.7％を占めた。 

（２） 死傷災害 

 死傷者数の多い順で、50～59 歳(1,832 人、25.8％）、60 歳以上(1,779 人、25.1％）、40

～49 歳が(1,593 人、22．5％)となった。50 歳以上の層は 3,611 人（前年比 278 人増加）

と全体の 50．9％を占め、初めて 50％以上となった。また、60 歳以上の層も初めて 25％

以上となった。 
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2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年

死傷 10063 9647 9102 8524 8373 7715 7788 7976 7552 7055 7166 7058 6748 6814 6880 7191 7338 7096 7119 6215 6574 6593 6689 6485 6639 6511 6598 6551 6920 7095

死亡 117 115 127 112 97 111 94 92 79 65 86 74 64 86 70 70 63 58 44 52 52 54 46 44 32 36 28 30 34 24
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■ 労働災害発生状況(神奈川労働局)

第13次防労働災害防止推進計画

◆令和４年末までに、神奈川県内の労働災害による死亡者数を15％以上減少（平成29年比）

◆令和４年末までに、神奈川県内の労働災害による死傷者数を5％以上減少（同上）

【令和４年最終目標：死亡者数を25人以下、死傷者数を6,223人以下】
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